
水の循環

　本市では、相模川・酒匂川水系の水や地下水を水源と
し、これらの水を浄水場で浄水処理した後、安全・安心
な水道水として皆様のご家庭にお届けしています。工場
などで使われる工業用水についても、相模川・多摩川水
系の水や地下水を水源とし、工業に適した水に処理して
工場などに送水しています。
　これら水道水・工業用水は使用された後、下水道によ
り速やかに排除し、水処理センターで汚水処理をし、き
れいな水として川や海に流すことで自然環境を守ってい
ます。また、下水道は市域に降った雨を集め、川や海に
戻すことにより浸水を防ぐ役割も果たしています。

事業概要

　このように、水源から取水して水を作り、汚水処理し
たきれいな水を自然に返すという上下水道局の事業活動
は、自然の中における水循環（地表・海面から蒸発した
水蒸気が降雨し、地下水・河川として流れ、海につなが
る一連の流れ）の一部を有効に利用・維持することで成
り立っています。
　本市では、平成２２年４月に水道事業・工業用水道事
業及び下水道事業を統合し、上下水道局を設置しました
が、「水循環を基軸とした環境施策の推進」を統合理念
の一つに掲げ、３事業の一体的な取組みによる地球温暖
化対策や資源循環型社会の構築など各種の環境施策に取
り組んでいます。

　下水道事業は、昭和６年に下水道の
整備を始め、昭和５０年代からの積極
的な整備により、人口普及率９９．４
％、１日９１万８，０００ の処理能
力を保有するに至っています。

　工業用水道事業は、昭和１２年にわ
が国初の公営工業用水道事業として給
水を開始して以来、重化学工業を中心
とした産業経済の基盤施設として整
備・発展し、給水能力の見直しを経て
１日５２万 の給水能力を保有するに
至っています。

　水道事業は、大正１０年に多摩川の
表流水を水源として給水を開始して以
来、市域の拡大、人口の急増、産業活
動の進展等による水需要の増大に伴い
数次の拡張事業を施行し、１日８１万
５，６００ の給水能力を保有するに
至っています。
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